
広報きりゅう令和元年11月号 4

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
政
や

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
や
意

見
な
ど
の
傾
向
を
調
査
し
、
市
政

運
営
の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
調
査
項
目

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
数
は
全
体

で
48
問
で
す
。

　
次
期
総
合
計
画
な
ど
に
則
っ
た

「
基
本
調
査
項
目
」
８
問
と
、
桐

生
が
岡
動
物
園
の
有
料
化
、
防
災

な
ど
、
市
の
施
策
に
つ
い
て
質
問

す
る
「
個
別
調
査
項
目
」
40
問
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
項
目

　
住
ん
で
い
る
地
区
、
年
齢
、
職

業
な
ど
の
基
本
的
な
項
目
の
ほ
か
、

行
政
分
野
に
関
す
る
市
民
の
実
感

度
や
市
民
の
幸
福
度
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
実
感
度
」
は
、
桐
生
市

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
次
期
総
合
計
画
に
お
け
る
指

標
の
ひ
と
つ
で
、
各
質
問
に
対
す

る
回
答
の
う
ち
「
大
い
に
感
じ

る
」
と
「
や
や
感
じ
る
」
を
合
わ

せ
た
「
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
人

の
割
合
で
す
。

　
今
後
の
「
市
民
の
声
」
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
同
様
の
質
問
を
し
、
回

答
の
推
移
を
み
て
い
く
予
定
で
す
。

第23回
「市民の声」アンケート集計結果

　７月に実施した、「市民の声」アンケートの結
果がまとまりましたので、その概要をお知らせし
ます。
　なお、結果の全文につきましては、市役所２階
の広報課、両支所および各公民館で閲覧できます。
また、市ホームページにあります。
　 問い合わせは、広報課広報広聴担当（☎内線
505）へ。

調査地区　市内全地区
調査対象　18歳以上の市民
対象者数　2,000人
抽出方法　無作為抽出
調査方法　調査用紙を対象者にメール便で送
　　　　　り、郵送により回収
調査期間　７月15日～31日
回 収 数　799人（前回1,067人）
回 収 率　40.０％（前回53.４％）
※前回は平成28年度に実施しました。

「
市
民
実
感
度
」
が

　
　
　
　
高
い
項
目

「
い
つ
で
も
安
心
し
て

　
水
道
が
使
え
る
」

「
下
水
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

　
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

「
自
然
環
境
は
良
い
」

感じない
2.3％

その他
6.9％

感じる
90.8％

※「感じる」は「大いに感じる」「やや感じる」を合わせたもの、「感じない」は「あまり感じない」「まったく感じない」
を合わせたもの、「その他」は「どちらともいえない」「わからない」「無回答」を合わせたものとして集計しました。

感じない
4.2％

その他
15.0％

感じる
83.1％

感じない
4.5％

その他
12.4％

感じる
80.8％

「
中
心
市
街
地
、

　
商
店
街
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
」

「
働
き
や
す
い
環
境
が

　
整
っ
て
い
る
」

「
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て

　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
」

感じない
87.1％

その他
10.4％

感じる
2.5％

感じない
59.9％

その他
33.7％

感じる
6.4％

感じない
38.3％

その他
53.4％

感じる
8.3％ 「

市
民
実
感
度
」
が

　
　
　
　
低
い
項
目
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要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
障
が
い
の
あ
る
人
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
あ

る
（
８
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
や

「
経
済
的
に
弱
い
立
場
の
人
の
生

活
を
支
え
る
仕
組
み
や
自
立
を
促

す
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
（
７
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
と
い
っ
た
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
の
生
活

環
境
に
対
す
る
実
感
度
も
10
パ
ー

セ
ン
ト
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
環
境
整
備
を
図
り
、

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
個
別
調
査　

　
個
別
調
査
で
は
、
市
の
９
分
野

の
施
策
に
つ
い
て
、
40
問
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

　
質
問
項
目
は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
環
境
に
対
す
る
意
識
や
行
動

▼
市
内
の
移
動

▼
防
災

▼
桐
生
が
岡
動
物
園
の
有
料
化

▼
住
宅
耐
震

▼
水
道
事
業

▼
公
共
下
水
道
事
業

▼
空
き
家
の
利
活
用

▼
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

●
桐
生
が
岡
動
物
園
の

　
有
料
化
に
つ
い
て

　
「
動
物
園
の
有
料
化
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対

し
て
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

5

●
「
市
民
実
感
度
」
が

　
　
高
い
項
目

　
「
い
つ
で
も
安
心
し
て
水
道
が

使
え
る
（
市
民
実
感
度
90
・
８
パ

ー
セ
ン
ト
）
」
、
「
下
水
道
や
浄

化
槽
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
快
適
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
（
83
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
）
」
、
「
自
然
環

境
は
良
い
（
80
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
）
」
は
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、

上
下
水
道
の
整
備
環
境
と
自
然
環

境
は
桐
生
市
の
強
み
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
「
市
民
実
感
度
」
が

　
　
低
い
項
目

　
「
農
林
業
は
元
気
で
活
力
が
あ

る
（
市
民
実
感
度
７
・
９
パ
ー
セ

ン
ト
）
」
を
は
じ
め
、
商
工
業
に

関
す
る
「
中
心
市
街
地
、
商
店
街

は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
（
２
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
）
」
や
「
企
業
誘
致
に

取
り
組
み
、
工
場
の
建
設
な
ど
が

進
ん
で
い
る
（
４
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
）
」
、
ま
た
「
働
き
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
い
る
（
６
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
）
」
と
い
っ
た
、
各
産
業

や
雇
用
の
分
野
に
関
し
て
、
い
ず

れ
も
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
産
業
経
済
の
分
野
は
、

ま
ち
の
活
力
を
維
持
・
向
上
す
る

た
め
に
は
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
そ
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
必

　
「
有
料
化
」
が
「
無
料
開
園
」

を
11
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
「
無
料
開
園
」
を
望

ん
で
い
る
人
も
約
４
割
い
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
大
人
と
子
ど
も
の
入

園
料
に
つ
い
て
い
く
ら
で
あ
れ
ば

妥
当
で
あ
る
か
」
の
問
い
に
対
し

て
、
大
人
料
金
（
中
学
生
以
上
）

は
「
３
０
０
円
」
（
28
・
３
パ

ー
セ
ン
ト
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
５
０
０
円
」
（
26
・
７

パ
ー
セ
ン
ト)

、
「
３
０
０
円
未

満
」
（
17
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
４
０
０
円
」
（
13
・
９
パ
ー

セ
ン
ト)

、
「
５
０
０
円
超
」

（
６
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

大
人
料
金
で
は
３
０
０
～

５
０
０
円
の
価
格
帯
を
妥
当
だ
と

思
う
意
見
が
68
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
約
７
割
を
占
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
料
金
で
は
37
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
が
「
１
０
０
円
」
と

い
う
価
格
帯
に
回
答
し
て
お
り
、

次
い
で
「
２
０
０
円
」
（
26
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
１
０
０
円
未

満
」
（
18
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
３
０
０
円
」
（
７
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
「
３
０
０
円
超
」

（
２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
う

結
果
で
し
た
。
「
１
０
０
円
」
と

「
２
０
０
円
」
の
回
答
を
合
計
す

る
と
63
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

0

ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
妥
当
と
さ
れ
る
入
園
料
は
、
大

人
料
金
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０

～
５
０
０
円
、
子
ど
も
料
金

１
０
０
～
２
０
０
円
の
価
格
帯
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
自
由
意
見

　

自
由
意
見
記
入
欄
に
は
、

３
４
３
人
の
皆
さ
ん
か
ら
１
１
０

項
目
７
５
１
件
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
多
く
意
見
が
あ
っ
た
項
目
は
、

公
共
交
通
、
市
政
運
営
、
動
物

園
・
遊
園
地
、
商
業
振
興
な
ど
で

す
。

桐生が岡動物園の有料化について

「動物園をどのくらいの頻度で利用していますか」

0 5 10 15 20 25 30 35

「動物園の有料化についてどう思いますか」

規模縮小・無料開園

現状維持・有料化

現状拡張・有料化

無回答

無回答

年１回以上

２～３年に１回

４～５年に１回

５年以上利用なし

24.9％

15.6％

8.6％

47.5％

3.4％

29.2％

12.1％

32.4％

20.7％

5.6％

現状維持・無料開園


